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1.はじめに	

	 近年の観光分野では，予め決められたスケジ

ュール通りに観光地を巡る他律的観光よりも，

旅行者の好きなように旅行ルートを決めて観光

する自律的観光が注目され，主流となってきて

いる．観光の一番のポイントは，目的地特有の

何かを発見したり，それを経験することである

と言われている[1]．つまり，観光者が自身の判
断で自由に行動し，その結果何かを発見する経

験こそが観光において重要であり，現在の潮流

ではこれが重視されていると言える．しかし，

現在提供されている既存の観光支援システムの

ほとんどが，移動の効率性を重視したものであ

る．移動効率のよい観光ルートを提示されると，

観光者はそれに従う傾向にあり，この結果観光

者の行動が制限される． 
	 本研究では散策を楽しむ観光者を対象に，利

用者に観光スポットを暗示的に提示することで，

システムの提案をきっかけに利用者の行動を変

化させつつも，利用者自身で観光スポットを発

見する経験を与えるような観光スポット推薦シ

ステムの情報提示について考える．観光スポッ

トを推薦する際，推薦されたスポットに訪れる

ことを利用者に強制せず，あくまで利用者が行

動を変化させるきっかけとなる何気ない仕掛け

を提供する情報の提示法を検証する． 
2.研究動向	

2.1 仕掛学とナッジ	

	 ちょっとした仕掛けによって人々の意識や行

動が変わり，社会的課題を解決する仕掛けを研

究する分野に仕掛学がある[2]．仕掛学の特徴は，
対象となる人が「無意識的」にある行動をして

しまうように仕掛けを仕掛けるという点である． 
仕掛けの中でも人の行動への影響が最も弱いも

のがナッジと呼ばれている[3]．ナッジによる行
動の誘導は強制的なものではなく，人々の選択

の自由を妨げたり制限したりすることなく，望

ましい方向へ人を行動させるものである． 
本研究では，利用者はシステムによる推薦を

意識することなく，自分の意思で行動を変化さ

せることを目的としており，仕掛学の特徴と志

向する方向は同じである． ナッジのように利用
者の行動を制限することなく推薦する観光スポ

ットへ誘導する「軽い一突き」するような情報

の提示方法を検討する． 
2.2 観光スポット推薦システム 
	 観光者の趣味趣向や、SNS の情報を利用した
観光スポットの推薦手法は多数存在する．例え

ば杉浦ら[4]は観光者の気分に応じた京都の観光
スポット推薦システムを提案している．しかし

これらの研究では，観光者に適した観光スポッ

トを抽出する手法に着目されており，それらの

表示法が利用者の行動に与える影響には触れら

れていない． 
	 本研究のように暗示的に観光スポットを推薦

するものとして，倉田が提案した観光ポテンシ

ャルの可視化がある[5]．観光地にいる利用者が
提供したデータをもとに，どの地点が注目を集

めているかを地図上に色で表現するものである．

本研究では単一の表示法ではなく，情報を表示

する複数のパターンを提示し，暗示的な誘導に

対して効果的な要素を検証する．  
3.提案の概要	

3.1 基本方針	

	 本研究グループでは，同じ研究目的で情報の

提示法の提案をすでに行っている[6]．阪口らは，
利用者に与える観光情報を観光スポットの位置

情報とスポットを紹介する特徴情報に分類し，

それぞれの情報に対し情報の抽象度を設定した．

しかしそれぞれの抽象度に対して提案されてい

る情報の提示法では，抽象度が高い設定の情報

提示であっても被験者が詳細な情報を推測可能

であったり，また逆に設定された抽象度の情報

を被験者が推測することが難しい情報提示があ

るなどの問題があった．そこで本研究では，阪

口らが提案した抽象度モデルの考え方に基づき，

設定された抽象度を適切に表現する情報の提示

法を再提案する． 
	 そこでまず，観光スポットの位置情報と特徴

情報に対して設定した抽象度を説明する．本研

究では，システムが推薦スポットの詳細な情報

を利用者に与えると行動の制約がかかりやすく

なり，一方で利用者に提示する情報があまりに

も少ないと，利用者の行動の変化を誘発できな
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いと考えた．そこで，位置情報と特徴情報の情

報量でそれぞれの抽象度に分類する．推薦スポ

ットの特徴情報については，一般的に観光スポ

ットを紹介する際に利用される写真・テキス

ト・カテゴリで分類する．位置情報については，

位置を表現する情報の次元によって分類し，正

確な位置を表現するピン（点），向きだけを表

現する方向，観光スポットの大幅な位置がわか

る面に分類する．それぞれの情報について，何

も利用者に情報を与えない場合も含め，4 段階の
抽象度を設定した． 
3.2 各抽象度の情報の提示 
	 前節で定義した各情報の抽象度に対し，情報

の提示法を設計した(図 1)．位置情報については
電子地図上に表現する．ピンは，推薦スポット

の正確な位置をピンで指し示す．方向は，推薦

スポットの方向を指し示す三角で表現される矢

印を利用者の現在位置に提示する．面は，推薦

スポットの位置を重心とする南北 50m，東西
50m の正方形の範囲から 1 地点をランダムに選
出し，選出された地点を重心とする一辺 100m
の正方形で表現する．次に特徴情報について述

べる．写真は推薦スポットの写真を，テキスト

は観光情報雑誌から抽出した推薦スポットの説

明文を，カテゴリは推薦スポットのカテゴリを

表現するピクトグラムを表示する． 
本研究では推薦するスポットの特徴情報と位

置情報を組み合わせ，16 種類の情報提示のパタ
ーンを検証する．  
4.試作システムの概要	

	 前節で述べた 16 種類のパターンで情報を提示
可能なシステムを，swift を用いて iOS アプリケ
ーションとして実装した（図 2）．画面中央にあ
るボタンで観光スポットの位置情報と特徴情報

をいずれの表示方法で提示するかを選択するこ

とで、選択された組み合わせの提示法で推薦観

光スポットが表示される．推薦されたスポット

の位置情報を画面上部の地図上に，特徴情報を

画面下にそれぞれ表示する． 
	 推薦する観光スポットについては NMF（非負
値行列因子分解）を用いた協調フィルタリング

で推薦する[7]．事前に対象となる観光スポット
に対する評価を複数人に入力してもらい，基と

なる評価データを作成した． 
5.評価実験内容	

	 提案したシステムを被験者に利用してもらい

評価実験を行う．場所は京都市の祇園と清水寺

周辺に設定した．被験者は二人一組で観光をす

る．各被験者は推薦スポットの位置情報か特徴

情報のどちらかを固定し，他方を変化させて異

なる観光エリアで 4 回実験をしてもらう．一組
に対して 1回の実験ごとに推薦するスポットは 3
か所とする．被験者の GPS 情報を取得し，行動
履歴を取るとともに，ビデオと音声を記録し，

どのようなきっかけで被験者の行動が変化した

か，システムの出力が自由な行動を制限しなか

ったか，の 2点について評価する． 
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図 2：システム画面例 
 

図 1：抽象度ごとの情報提示方法 
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